
上
智
大
学
国
文
学
会 

二
〇
二
三
年
度
夏
季
大
会
開
催
の
ご
案
内 

 
二
〇
二
三
年
度
の
夏
季
大
会
・
総
会
を
左
記
の
要
領
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 
 

今
回
は
、
研
究
発
表
に
加
え
、
藤
原
克
己
東
京
大
学
名
誉
教
授
な
ら
び
に
石
井
公
成
駒
澤
大
学
名
誉
教
授
を
お
招
き
し
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
四
年
ぶ
り
の
対
面
開
催
と
併
せ
て
、
実
り
多
い
大
会
と
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 
 

懇
親
会
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
奮
っ
て
ご
参
集
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

二
〇
二
三
年
六
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

上
智
大
学
国
文
学
会
会
長 

 
 
 
 

服
部 

隆 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 
 

【
日
時
】 

 

二
〇
二
三
年
七
月
一
日
（
土
） 

午
後
一
時
～ 

【
場
所
】 

 

上
智
大
学
七
号
館
十
四
階
特
別
会
議
室 

 

［
研
究
発
表
］
（
午
後
一
時
～
） 

 
 
 

〇
『
方
丈
記
』
五
大
災
厄
の
章
段
の
語
り
の
性
格 

―
連
語
「
か
と
よ
」
か
ら
考
え
る
、
『
大
鏡
』
と
の
関
係
― 

上
智
大
学
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
前
期
課
程 

 
 
 

小
山
咲
也
香 

 

〇
藤
原
定
家
『
拾
遺
愚
草
』
釈
教
「
向
か
は
れ
よ
」
詠
に
つ
い
て 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
准
教
授 

 
 
 
 
 
 

星
野 

佳
之 

 

 

［
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
（
午
後
二
時
三
十
五
分
～
） 

 
 
 
 

 
 

テ
ー
マ 

「
源
氏
物
語
の
表
現
の
達
成
」 

登
壇
者 

 
 

本
廣 

陽
子
（
上
智
大
学
文
学
部
教
授
）
「
複
合
動
詞
か
ら
観
た
源
氏
物
語
の
表
現
」 

石
井 

公
成
（
駒
澤
大
学
名
誉
教
授
） 

「
仏
典
か
ら
観
た
源
氏
物
語
の
表
現
」 

藤
原 

克
己
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
） 

「
漢
籍
か
ら
観
た
源
氏
物
語
の
表
現
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

司
会 

 
 
 

瀬
間 

正
之
（
上
智
大
学
文
学
部
教
授
） 

科
学
研
究
費 

基
盤
研
究(

Ｃ)(

一
般)

課
題
番
号21

K00
268 

令
和
３
年
度
～
令
和
５
年
度 

研
究
代
表
者
：
本
廣
陽
子 

 
 
 
 
 

［
上
智
大
学
国
文
奨
学
金
授
与
式
］ 

 

［
総
会
］
（
午
後
五
時
二
十
分
～
） 

一
、
役
員
（
会
計
監
査
）
の
改
選 

 
 

二
、
二
〇
二
二
年
度
決
算 

三
、
二
〇
二
三
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案 

 

他 

 

［
懇
親
会
］
（
午
後
六
時
～
） 

 
 

〔
会
場
〕 

上
智
大
学
二
号
館
五
階
教
職
員
食
堂 

 
 

〔
会
費
〕 

四
千
円 

 
 

＊
卒
業
生
の
集
う
機
会
と
し
て
、
懇
親
会
か
ら
の
出
席
も
大
歓
迎
で
す
。 

＊
準
備
の
都
合
上
、
六
月
二
十
六
日
（
月
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

国
文
学
会
事
務
局 

［
電
話
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jo
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二
〇
二
三
年
度
夏
季
大
会 

研
究
発
表
要
旨 

『
方
丈
記
』
五
大
災
厄
の
章
段
の
語
り
の
性
格 

―
連
語
「
か
と
よ
」
か
ら
考
え
る
、
『
大
鏡
』
と
の
関
係
― 

上
智
大
学
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
前
期
課
程 

 

小
山
咲
也
香 

『
方
丈
記
』
で
は
連
語
「
か
と
よ
」
が
、
古
本
系
統
の
大
福
光
寺
本
で
二
例
、
前
田
家
本
で
三
例
、 

流
布
本
系
統
の
一
条
兼
良

本
お
よ
び
嵯
峨
本
で
四
例
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
か
と
よ
」
と
い
う
語
は
、
『
方
丈
記
』
の
時
代
に
は
、
散
文
に
お
い
て
用

例
の
少
な
い
語
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
『
方
丈
記
』
に
お
け
る
「
か
と
よ
」
は
全
て
が
、
前
半
部
の
五
大
災
厄
の
章
に
使
用
箇
所
が

偏
っ
て
い
る
う
え
、
例
外
な
く
時
を
表
わ
す
語
に
付
属
す
る
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
短
編
で
あ
る
『
方
丈
記
』
で
、
二
例
か
ら

四
例
確
認
さ
れ
る
こ
と
、
更
に
そ
の
使
用
形
式
が
全
て
同
一
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
ら
に
作
者
の
意
図
を
見
出
す
べ
き
で
は
な
い
だ 

ろ
う
か
。 

本
発
表
で
は
、
和
歌
・
歌
合
判
詞
・
散
文
に
お
け
る
「
か
と
よ
」
の
用
例
を
確
認
し
つ
つ
、
『
方
丈
記
』
に
お
い
て
「
か
と
よ
」

が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
、
作
者
が
こ
の
語
を
用
い
た
意
図
と
は
何
か
、
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
用
例
を
調
査
す
る

な
か
で
、
『
方
丈
記
』
が
『
大
鏡
』
の
文
体
を
踏
ま
え
て
い
る
可
能
性
が
見
え
て
き
た
た
め
、
二
作
品
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
検 

討
を
行
う
。 

 

藤
原
定
家
『
拾
遺
愚
草
』
釈
教
「
向
か
は
れ
よ
」
詠
に
つ
い
て 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
准
教
授 
 
 
 
 

星
野 

佳
之 

藤
原
定
家
『
拾
遺
愚
草
』
雑
・
釈
教
所
収
の
「
母
の
周
忌
に
法
華
経
六
部
み
づ
か
ら
か
き
た
て
ま
つ
り
て
供
養
せ
し
一
部
の 

表
紙
に
ゑ
に
か
か
せ
し
歌
」
八
首
（
二
七
五
四
～
六
一
）
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。 

法
華
経
各
一
巻
に
一
首
を
宛
が
っ
て
詠
ま
れ
た
こ
の
八
首
の
内
、
七
巻
「
向
か
は
れ
よ
木
の
葉
し
ぐ
れ
し
冬
の
夜
を
は
ぐ
く
み

た
て
し
埋
火
の
も
と
」
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
淳
が
初
句
を
「
報
い
と
な
る
」
と
い
う
自
動
詞
「
ム
カ
ハ
ル
」
の
命
令
形
、
「
埋
み

火
の
も
と
」
を
詠
者
定
家
を
育
て
た
母
の
膝
下
と
捉
え
て
「
母
へ
の
報
恩
と
な
る
よ
う
に
」
と
解
釈
し
た
の
が
通
説
で
あ
る
。 

こ
れ
に
対
し
、
五
句
は
法
華
経
七
巻
「
薬
王
菩
薩
本
事
品
」
の
「
如
寒
者
得
火
」
を
踏
ま
え
、
初
句
を
「
移
動
動
詞
ム
カ
フ
＋

尊
敬
ル
」
と
取
っ
て
「
祖
母
の
も
と
に
往
か
れ
よ
」
と
母
に
呼
び
掛
け
た
歌
と
い
う
試
案
を
発
表
し
た
（
和
歌
文
学
会 
令
和
四
年

一
二
月
例
会
）
が
、
そ
の
際
「
他
の
七
首
全
て
に
法
華
経
各
巻
と
の
対
応
が
見
出
せ
る
か
」
な
ど
の
課
題
が
残
っ
た
。
今
回
改
め 

て
考
察
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
八
首
の
構
成
の
理
解
に
及
び
た
い
。 

 
 シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
趣
旨 

物
語
文
学
史
上
、
卓
越
し
た
文
学
的
達
成
を
遂
げ
た
源
氏
物
語
は
、
表
現
の
面
で
も
そ
れ
以
前
の
作
品
と
は
一
線
を
画
し
独

自
の
高
度
な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。
源
氏
物
語
は
、
そ
れ
以
前
の
和
漢
の
多
く
の
文
学
作
品
や
仏
教
な
ど
、
様
々
な
要
素
を
取

り
込
み
、
そ
れ
を
作
品
内
部
で
変
容
さ
せ
て
、
新
た
な
る
作
品
世
界
を
形
成
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
新
し
い
表
現
方
法
が
工
夫

さ
れ
、
新
し
い
言
葉
が
用
い
ら
れ
、
源
氏
以
前
に
は
到
達
出
来
な
か
っ
た
物
語
表
現
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

 

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
漢
籍
と
の
関
わ
り
、
仏
典
と
の
関
わ
り
、
複
合
動
詞
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
方
面
か
ら
、
源
氏
物
語 

の
表
現
を
分
析
し
、
議
論
を
通
し
て
、
源
氏
物
語
の
成
し
得
た
表
現
の
達
成
を
考
え
た
い
。 

 

 


